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別紙様式第５－１号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 
  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-43 高等学校 数学 数学Ｃ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

2 東書 数Ｃ 002-904 数学Ｃ The 探究 

 

１．編修の基本方針 

 数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限らず，

社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単に計算や証

明ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を説明する力を伸

ばすなど，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあります。国際化，情

報化，科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，これらの変化に対応す

るために生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要です。また，主体性や協働性

などを身に付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の一つに位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すような

力を身に付けられるよう，次の５つのことを目指して編修しました。 

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に興味･関心をもち，主体的，意欲的に学習しよう

とする態度を身に付けることができるようにする。 

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基本的な概念や原理，法則について理

解を深めることができるようにする。 

③ 学習内容の精選，重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。 

④ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるようにす

る。 

⑤ 数学が，身のまわりの問題を解決するための道具として有効に働く場面を提示し，数学の有用性

やよさを感得できるようにする。 

 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１章 ベクトル ・ヨットの進行方向とベクトルとの関連を取り上げ，環境や

自然，さらに安全への関心が高められるように配慮しまし

た。（第 4 号） 

 

p.32 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

２章 平面上の曲線 ・実際に模型を使って砂の稜線を作ると，稜線は 2 つの穴を

結んだ線分の垂直二等分線になることを取り上げることに

よって，教養を身に付けるとともに真理を求める態度を養

うことができるようにしました。（第 1 号） 

・遊園地にあるアトラクションをもとにアームの回転を数学

的に考察する題材を取り上げ，身近な事象の問題解決に数

学が有用であることを実感できるように配慮しました。（第

2 号） 

p.72，73 

 

 

 

p.112，113 

 

３章 複素数平面 ・複素数平面に関係した身近な事象を取り上げることで，数

学の有用性や数学と日常生活との関連，数学の果たしてい

る役割などを捉えられるように配慮しました。（第 2 号） 

p.143 

 

 

４章 数学的な表現の工夫 ・日本の年齢層人口の推移や高齢社会を題材に取り上げ，社

会の形成と発展に寄与する態度を養えるように配慮しまし

た。（第 3 号） 

・保健室への来室理由とその件数や，病原菌を検出するため

の検査方法の有効性，ヤナギの森における生態系が公害に

よって汚染された場合の悪影響などを題材として扱うこと

で，健康に留意し，自然を大切にするとともに，衛生や環

境の保全に寄与する態度を養うことができるように配慮し

ました。（第 4 号） 

・離散グラフに関して有名なケーニヒスベルクの橋の問題を

題材に取り上げて，歴史と文化を尊重するとともに，他国

を尊重し，国際社会の発展に寄与する態度を養うことがで

きるように配慮しました。（第 5 号） 

p.148-152 

 

 

p.153-155，

p.174-178 

 

 

 

 

p.170，171 

 

 

 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・ 数学 I，A，II の学習内容とのつながりに配慮し，より学習が深められるよう，巻末の「数学 I・

A・II で学んだ基本事項」で，既習の学習内容を確認できる構成にしました。 

（学校教育法第 51 条 1 号） 

→p.190，191 

・ 学習内容を基に，日常生活や一般社会の中での安全面や防災面での課題解決について考えさせるな

ど，幅広い視野を養い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました。 

（学校教育法第 51 条 3 号） 

→ ｐ.8，9，172，173 など 

・ ユニバーサルデザインに取り組みました。具体的には,小見出しや枠囲みのタイトルなどに見やすく

読み間違えにくいユニバーサルフォントを使用し，視認性を高めました。 

また，色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユニ

バーサルデザインに対応しました。 
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別紙様式第５－２号 
                                                       （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-43 高等学校 数学 数学Ｃ  

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 数Ｃ 002-904 数学Ｃ The 探究 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

日々の学習のプロセスを重視し，深い学びにつなげ，   

思考力を養います。  

１章 ベクトル，２章 平面上の曲線，３章 複素数平面  

「考察」 

性質の背景や本質を考えたり，新しい性質を発見したりする箇所に「考察」を設け， 
考える活動を通して，深い学びにつながるようにしました。 
さらに，問題解決のプロセスが確実に踏めるように，問題解決のステップ「＞＞＞」を 
設けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
巻頭 p.4 に設けた「問題解決のプロセス」 

    問題を把握する → 構想・見通しを立てる→ 問題に取り組む → 振り返る 

    を意識することで，より深い学びにつながります。 

 

 

補助発問 

数学を深めたり，広げたりする 
うえで大切な見方や考え方を 
示唆し，内容の理解を深め， 
数学的な見方や考え方が豊かに 
なるようにしました。 

                             
 
 
 

p.91 2章 平面上の曲線 考察3-1 

特色❶ 

p.120 3章 複素数平面 例3，問6 
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「思考力マーク」 

「本質的な理解を問う問題」や，「方針，理由を説明させる問題」には，「問〇」の 
左に「思考力マーク」を付け，学習したことが深く理解できているかを確認できるように
しました。 

 
 
 
 
 

 

「D マーク」 

生徒の学ぶ意欲を高め，深い理解につながるよう QR コンテンツを用意しました。 
Ｄマークがついた箇所では，インターネット上で，生徒が無料で QR コンテンツを使う 
ことができます。 

 

４章 数学的な表現の工夫 

「  と 」 

4章では，数学と人間の生活の関わりを，数学的活動を通して学ぶことができるよう構成しま  

した。内容のまとまりごとに，学習テーマ を示し，その学習テーマに関連した

活動課題 を設けて学びやすくしています。 

 

p.126 3章 複素数平面 問14 

←活動課題 
  Step 

p.153 4章 数学的な表現の工夫 

←学習テーマ 
 Question 
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学習のはじめには，数学の事象や社会の事象を取り上げ， 

数学を学ぶ意欲を高めます。 

１章 ベクトル，２章 平面上の曲線，３章 複素数平面  

「Introduction」（章導入） 

1，2，3章では，章の最初に，身近な事象等，生徒が興味や関心をひく問題場面Ｑ(下記※１) 
を設け，問題解決を通して，章を学ぶ必要感をもたせるようにしました。 
導入の最後には，見通しがもてるように，章で学ぶこと(下記※２)を明記しました。 

 
 
 
 
 
 
 
  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Set Up」 
各項の最初に，生徒が疑問をもち，学ぶきっかけとなるような 
問題場面を設定し，項の内容を学ぶ意欲が高まるようにしました。 

 

 

 

   
     
 
 
 
 
                   

  

p.8，9 1章 ベクトル 

特色❷ 

※1節1項「Set Up」は， 
「Introduction」から 
円滑につながるように 
しています。 
例えば，1章 ベクトルでは，
船の進み方を題材にしてい 
ます。 

章で学ぶこと(※２)

p.10 1章 ベクトル 

問題場面Ｑ(※１) 

※１ 

※２ 
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４章 数学的な表現の工夫 

「Introduction」（章導入） 

4 章では，各節で学ぶ内容を取り上げ，章全体を見通せる 

ようにし，学ぶ意欲が高まるようにしました。 

 

 

 

      

 

 

 

身に付けた知識・技能を活用して，問題を探究する場面を 

設け，問題解決力をさらに伸ばします。 
 

「Investigation」（1 章，2 章，3 章 章末） 

章末には，章を通して身に付けた知識・技能を日常の事象や数学の事象に活用する問題場面
Ｑを設け，問題解決を通して，思考力・判断力・表現力のさらなる育成を図るようにしまし
た。また，問題解決のプロセスが確実に踏めるように，問題解決のステップ１，２，…を設
けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「探究しよう」（巻末） 
巻末には，教科書を通して，身に付けた知
識・技能を日常の事象や数学の事象に活用
する問題場面を設け，問題解決力の育成を
図るようにしました。 

 

 
 

 

 

 

p.112，113  

2章 平面上の曲線 

p.180

探究しよう１

特色❸ 

p.146 4章 数学的な表現の工夫 

1節で学ぶ内容  

日本はいまや超高齢社会に突入しているといわれてい

る。高齢化の進行の様子を調べたり分析したりするに

は，どのようなグラフに表すのがよいだろうか。 

また，ある学校では，保健室への来室が多く十分な対

応ができずに困っているという。解決策を考えるには，

来室理由のデータをどのようなグラフや図に表すのがよ

いだろうか。 

目的に応じたデータの表し方を学び，さまざまな課題

の解決に活用していこう。 

↓【問題場面Ｑ】と【問題解決のステップ１】 
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「共通テストに備えよう」（巻末） 

巻末に，「共通テストに備えよう」を
設けました。学習のプロセスを意識し
た問題の場面設定を重視して,思考力・
表現力・判断力を，さらに伸ばします。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

１章 ベクトル (1) ベクトル p.8-71 35 

１節 平面上のベクトル ア(ｱ),(ｲ)，イ(ｱ), (ｲ) , (ｳ)   

２節 ベクトルの応用 ア(ｱ),(ｲ)，イ(ｱ), (ｲ)   

 ３節 空間におけるベクトル ア(ｲ),(ｳ)，イ(ｲ)   

２章 平面上の曲線 (2) 平面上の曲線と複素数平面 p.72-113 19 

１節 ２次曲線 ア(ｱ)，イ(ｱ)   

２節 媒介変数表示と極座標 ア(ｲ),(ｳ)，イ(ｳ)   

３章 複素数平面 (2) 平面上の曲線と複素数平面 p.114-145 16 

１節 複素数平面 ア(ｴ),(ｵ)，イ(ｲ)   

２節 図形への応用 ア(ｵ)，イ(ｲ)   

４章 数学的な表現の工夫 (3) 数学的な表現の工夫 
    ［内容の取扱い］(2) p.146-178 35 

１節 統計グラフに表す ア(ｱ)，イ(ｱ)   

２節 行列に表す ア(ｲ)，イ(ｱ)   

 ３節 離散グラフに表す ア(ｲ)，イ(ｱ)   

  計 105 

※ただし，該当箇所には発展的な学習内容は含まれない。 

 

p.184

共通テストに備えよう１
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別紙様式第５－３号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（発展的な学習内容の記述） 
  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-43 高等学校 数学 数学Ｃ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

2 東書 数Ｃ 002-904 数学Ｃ The 探究 

 

 

ページ 記   述 類型 
   関連する学習指導要領の内容や 
   内容の取扱いに示す事項 ページ数 

 

62 

 

 

 

4 点が同一平面上にある  

条件 

 

2 

 

 

(1) ベクトル  ア(ウ) 

 

 

1 

 

合 計 1 

 
 
（備考）「類型」欄には、申請図書における発展的な学習内容の記述について、以下の分類により該当する記号を記入する。 

     ・ 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等

の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容……１ 

     ・ 学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容……２ 

 


